
T言毎こどセ記者二ユース 2011年(平成23年)7月27日(水曜日)
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i インド不シZの首都ジャカルタに住んで、マi
iンガ学校を開いているマンガ家の茶花ぽこさl

!ん(44)が、量保みに生まれ哉婦の長喜市で、!
iこども記者クラブのマンガ教室の先生をしてくi
IれますO "_"'M I 
! 桑和まこさんは、 司草穿伊rflil のまんがと!
iエッセ-1])連載「ハ口で!ジャカルタ」でおなi
lじみ。今白は、今まで載ったまんがの中から、 i
kクアップして齢します 1 J 
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マンガの背景にある

『効臭jは白呆是の長
化なんだって

|舗を蓑す白呆の量化|

|紬舗だれカ鳴き?ぉ急かさクラス夫人生|献の白端ブーム|λ錯し悼のまんが|

インドネシアのマ

ンガ好きの中にも、

戦国武将ファンが

「お絵かきJ人気は、子ど

もだけでなくお母さんたち

の過熱川スゴイ! ~

義i~ ~ ilE h~ωゅ55L
1 96 7~，長島市生まれ。まんが家のアシス
タントをして修行した後、 1990年に4コマま
んがで雑誌デビュー。 97年にインドネシアに美
婦で移り生みました。 2002牟10月、インド
ネシアでは長鹿けとなるマンガ争議『マチコマン
ガスクール』をジャカルタに曲設。尋は子どもか
らi_'.入まで品140λが通っています。

ま

マ

=己

が

し

に

t
自

ん

申

告

」

は

ま

と

ル

す

「

の

こ

力

ま

セ

ア

ぽ

ヤ

刈

ツ

シ

'花

ジ

J
J
e

エ

ネ

H

茶
a都

ゐ件

の

ド

い
首

.μ
目

ン

ん

の

引

回

イ
F

『

さ

ア

-J
1

。
J

な

シ

け松山

'載

ト

配

み
ネ
詰
剤
治岨

一

し

の

ド

引

き

哲
郎介

帖県

ン

け校

ベ

ス
山陪

・野

イ
h

干
す

で

を

副長

。
ガ
同晶子
介
・気

「

す

ン

・記
山紹
同人

2010年4月18日

ん
は
新
聞
で
時
々
、
記
事
の
間

違
い
を
正
す
「
訂
正
」
の
記
事
を
見
る

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
記
者
と
し

て
絶
対
に
出
し
た
く
な
い
記
事
で
す
が

私
が
初
め
て
「
訂
正
」
を
出
し
た
の
は
、

記
者
に
な
っ
た
年
の
夏
。
あ
る
町
の
お

盆
の
成
人
式
の
記
事
で
、
あ
い
さ
っ
し

た
町
長
の
名
前
を
間
違
え
て
し
ま
い

ま
し
た
。

次
の
取
材
予
定
が
迫
っ
て
い
た
の
で
、

「
名
前
は
後
で
確
認
す
れ
ば
い
い
や
」

と
取
材
を
切
り
上
げ
、
書
物
で
町
長

み企画

まんが教室
:8月8日(月)午後1-3時半
.長野市南県町の

日是員;先輩2-oJRi量産
ーi当選 4今三6年生命L、
ー議員匝薬企lまζさIY.

の
氏
名
を
見
て
記
事
を
書
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
成
人
式
の
少
し
前
の
選
挙
で

町
長
は
別
の
人
に
代
わ
っ
て
い
た
の
で

す
。「
訂
正
」
を
載
せ
る
と
き
、
記
者
は

「
始
末
書
」
を
会
社
に
提
出
し
ま
す
。

間
違
え
た
理
由
を
記
し
、
「
二
度
と
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

す
」
と
反
省
の
言
葉
を
書
く
の
で
す
。

今
は
筆
ぺ
ン
を
使
い
ま
す
が
、
当
時
は

す
ず
り
で
墨
を
す
っ
て
毛
筆
で
書
き
ま

し
た
。
間
違
え
て
し
ま
っ
た
シ
ョ
ッ
ク
を

引
き
ず
り
な
が
ら
慣
れ
な
い
毛
筆
で

何
と
か
書
き
上
げ
る
と
、
先
輩
記
者

が
「
字
は
な
か
な
か
う
ま
い
ね
」
と
一

言
。
「
始
末
書
で
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ

れ
で
も

:
」
と
一
層
落
ち
込
ん
だ
の
を

覚
え
て
い
ま
す
。

同
年
の
記
者
生
活
で
、
始
末
書
は
十

枚
以
上
書
い
た
と
思
い
ま
す
。
4
年
前

に
人
事
部
に
移
り
、
記
事
を
書
く
機

会
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
「
墨
を
す

る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
く
と
、
今
も
胃

の
辺
り
が
キ
ユ
ツ
と
締
め
付
け
ら
れ
る

思
い
が
し
ま
す
。

. 壬訟巨ネなZのーま&カiλ急などの一ぉ誌を嵐き~，.. i掻品怠長急:を
薮わコ玄白~ーでマ以ガ:を畠し?ー主みま士0..象!ーこ J島つ丈ーから品会ーを
~Ô~事l三書~.\てーもーらいますa一
一差出来説。走り通えl副長重量白i札底抗生前入賞嘉義主ー
量生隼晶(.8且旦日時品λ保護着急変童心てー、.. 信金地域急
動車Iまふが薮量」諜うa一

*茶花ぽこさんのマンガ辛誌の宇どもたちの作品を、 8月1日
L月 ) ~20 日(土)、長昏市の信義華社ロビーに展示するよ。

散指などでなやんだら信佳こどち{o善クラブに全議に1自殺してね.儲 こどち捕からのお自らぜ 窃 蜘舗などの錨措議を散命し拍軒、みんな晶、たイラスト婦問1るよ l
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